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　　　人口の動き一一一・

　　　4月1日現在

男　5910人（＋3）
女G136人（＋1）
計12．046人（十4）
世帯数2．572世帯（・一1）

（）内の数字は前月との比較
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無

がウソのようだ。好天つづきで苗も順調に

びているが、気がかりなのは植え付けの時

だ、春風よ吹け。（4月の天気概況は、移

性高気圧の影響で温暖な日が多い見込みで

。末から5月初めにかけては晩霜の冷りる

があり、平均気温は高め、降水量と日照は
年並みということです。）5日写す。
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し
い
年
度
に
は
い
り
　
四
万
円
、
農
業
共
済
事
業
が
一
千
九
鰹
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●

入
学
、
進
級
あ
る
い

は
就
職
と
、
希
望
に

あ
ふ
れ
る
四
月
で
す

役
場
で
も
、
年
度

末
と
年
度
当
初
で
大

幅
な
入
事
の
異
動
が

あ
り
、
よ
う
や
く
｝

つ
な
月
な
け
め
の
・
㎜
・
段
落
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
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の
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混
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末
あ
並
鞭
町
村
合
併
を
経
て
、
新
生
川
西
町
の

　
　
　
　
　
　
　
が
年
．
脚
．
基
礎
づ
く
り
に
ご
努
力
さ
れ
た
功
労

雪
伸
期
動
す
所
平
鞭
者
ば
か
り
で
す
。
後
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　　たぱこ床
　祭匂太鼓の音にさそわれて、たぱこの床に

一・家総出、うららかな春の陽をうけて移植床

の土をならす。この床から17アールの葉た

ぱこが栽培されるそうだ。

　床っぐりの除雪に着手したのが2月の25

日、そのとき5メートル50センチもあった
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多
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の
ご
労
苦
を
ね
ぎ
ら
い
、
あ

巧
誌
M
わ
せ
て
こ
ん
ご
の
ご
健
康
を
い
の
る

の
あ
職
ば
か
り
で
あ
る
。

月
・
も
．
脚
．
　
町
議
会
三
月
定
例
会
は
二
十
六
日
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閉
会
し
た
が
、
こ
の
議
会
で
、
昭
和

が
ン
轡
士
二
隻
予
算
の
竪
を
発
．
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セ
　
●・

た
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脚
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会
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±
皇
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十
日
　
衛
生
推
進
委
員
総
会
（
役
場
で

　
）
、
婦
人
の
日
、
婦
人
週
間
始
ま
る

十
一
日
　
錦
鯉
組
合
創
立
総
会
、
午
前

　
十
時
か
ら
役
場
で
。

十
三
日
　
上
野
婦
人
会
総
会
。

十
四
日
　
橘
婦
人
会
総
会
。

十
六
日
　
稲
作
講
演
会
、
午
後
一
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＋
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三
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亀
楽
会

ゆ
う
あ
い
号
来
町

仙
田
婦
人
会
総
会

天
皇
誕
生
日

　
　
第
二
十
回
成
人
式
午
前
九
時
三

　
十
分
か
ら
川
西
中
で
。
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法
記
念
日

五
日
　
慰
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祭
、
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八
日
　
世
界
赤
十
字
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ー
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役

場
機
構
を
整
備

水

道

課

を
　
新
　
設

　
四
月
一
日
か
ら
役
場
の
機
構
が
か
な

り
大
幅
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
川
西
町
課
設
置
条
例
の
改
正

に
よ
っ
て
財
政
課
が
な
く
な
り
、
税
務

課
と
水
道
課
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
係
で
は
、
こ
れ
ま
で
財
政
課
で
あ
（
．

た
財
政
係
と
財
産
管
理
係
が
企
画
室
に

移
っ
て
、
企
画
室
は
企
画
係
と
あ
わ
せ

て
三
つ
の
係
に
な
り
、
税
務
課
に
は
税

務
第
一
係
・
税
務
第
二
係
と
二
つ
の
係

が
で
き
ま
し
た
。

　
社
会
課
は
こ
れ
ま
で
の
社
会
係
一
本

を
廃
止
し
て
、
援
護
係
と
国
民
年
金
係

に
わ
か
れ
、
土
木
課
で
あ
っ
た
水
道
係

は
水
道
課
に
所
属
し
ま
す
。

　
ま
た
商
工
係
（
産
業
課
）
は
商
工
観

光
係
と
名
称
を
改
め
ま
し
た
。

　
税
務
課
の
税
務
第
一
係
は
庄
民
税
・

諸
税
お
よ
ぴ
町
税
の
徴
収
を
担
当
、
税

務
第
二
係
は
固
定
資
産
税
と
そ
れ
に
関

係
の
あ
る
地
籍
や
土
地
・
家
屋
台
帳
な

ど
を
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
異
動
と
同
時
に
、
農
業
委
員
会

事
務
局
が
一
階
か
ら
三
階
の
事
務
室
に

水
道
課
は
町
長
室
へ
、
土
地
改
良
区
が

馨
馨
馨
韓
馨
馨
馨
馨
馨
馨
馨

韓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓉

馨
間
日
　
」
す
蓉

懸
週
5
　
日
で
懸

馨
生
2
　
の
　
馨

懸
衛
ト
が
掃
懸

馨
境
9
日
清
　
馨

樋
環
－
盟
「
懸

韓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨

鴨
韓
蓉
馨
馨
韓
韓
蓉
蓉
馨
蓉
馨

三
階
か
ら
｝
階
へ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
移
動

し
ま
し
た
。

　
事
務
室
の
配
置
の
変
動
に
つ
い
て
は

有
線
放
送
で
連
絡
の
場
合
や
来
庁
の
際

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

人
事
の
異
動

　
水
道
課
長
事
務
取
扱
に
助
役
田
ロ
一

男
、
橘
診
療
所
長
に
大
房
『
保
を
発
令

し
た
ほ
か
、
次
の
異
動
が
あ
っ
た
。

圃
退
職
《
三
月
三
＋
一
日
付
）

　
総
務
課
長
高
橋
友
義
。
国
保
衛
生
課

長
平
沢
徳
松
。
収
入
役
室
長
副
収
入
役

金
山
良
晃
。
社
会
課
長
数
藤
信
善
。
千

手
診
療
所
事
務
長
櫃
間
富
平
。
国
土
調

査
課
国
土
調
査
係
長
山
口
芳
蔵
。
産
業

課
農
業
共
済
係
長
星
名
栄
吉
。
白
倉
小

中
学
校
用
務
員
保
坂
マ
イ
。
橘
出
張
所

用
務
員
高
橋
サ
キ
。
橘
小
学
校
用
務
員

大
久
保
イ
ワ
。
千
手
診
療
所
炊
事
婦
八

子
ハ
ナ
。
総
務
課
住
民
係
主
事
櫃
間
ヒ

サ
。
千
手
．
保
育
園
保
母
蔵
品
順
子
。
同

宮
内
フ
ミ
エ
。
川
西
中
学
校
用
務
員
登

坂
耕
太
郎
。
同
登
坂
イ
ト
。

囹
配
置
換
　
　
（
四
月
｝
日
付
）

　
総
務
課
長
南
雲
春
雄
へ
産
業
課
長
）

産
業
課
長
佐
藤
克
平
（
農
業
委
員
会
事

務
局
長
）
。
収
入
役
室
長
、
副
収
入
役

田
ロ
一
朗
（
財
政
課
長
）
。
企
画
室
財

政
係
長
小
川
益
栄
（
財
政
課
財
政
係
長

）
。
総
務
課
庄
民
係
　
小
海
太
禅
（
財

政
課
）
。
同
文
書
係
太
田
昭
子
（
農
業

委
員
会
事
務
局
）
。
企
画
室
財
政
係
五

十
嵐
ワ
カ
（
国
土
調
査
課
）
。
土
木
課

土
木
係
高
橋
巳
一
（
産
業
課
）
。
同
大

海
基
二
（
同
）
。
同
大
海
均
（
同
）
。
，

国
保
衛
生
課
衛
生
係
丸
山
誠
一
（
橘
診

療
所
）
。
同
渡
辺
照
男
（
千
手
診
療
所

）
。
同
西
方
淑
江
（
同
）
。
議
会
事
務

局
小
海
正
隆
（
財
政
課
）
。
農
業
委
員

会
事
務
局
清
水
好
子
（
総
務
課
）
。

圃
昇
格
へ
四
月
一
日
付
）

　
税
務
課
長
水
品
忠
雄
（
税
務
係
長
）

社
会
課
長
根
津
正
治
へ
社
会
係
長
）
。

国
保
衛
生
課
長
星
名
憲
三
（
国
民
健
康

保
険
係
長
）
。
農
業
委
員
会
事
務
局
長

沢
口
富
士
雄
（
土
木
係
長
）
。
企
画
室

企
画
係
長
小
林
力
（
企
画
係
）
。
同
財

産
管
理
係
長
高
橋
英
雄
（
国
土
調
査
係

）
。
産
業
課
農
業
共
済
係
長
上
村
健
一

（
農
業
共
済
係
）
。
税
務
課
税
務
第
一

係
長
須
藤
良
平
（
税
務
係
）
。
同
税
務

第
二
係
長
中
村
義
雄
（
議
会
事
務
局
）

社
会
課
援
護
係
長
押
木
良
作
（
社
会
係

）
。
同
国
民
年
金
係
長
馬
場
光
雄
（
同

）
。
土
木
課
土
木
係
長
櫃
間
富
雄
（
土

木
係
）
。
水
道
課
水
道
係
長
押
木
秀
治

（
庶
務
係
）
。
国
保
衛
生
課
国
民
健
康

保
険
係
長
小
林
英
｝
（
国
民
健
康
保
険

係
）
。
国
土
調
査
課
国
土
調
査
係
長
山

田
五
作
（
農
林
係
）
。
公
民
舘
主
事
兼

膏
年
学
級
主
事
保
坂
国
夫
（
公
民
舘
主

事
）
。
千
手
保
育
園
長
白
井
マ
サ

圃
新
採
用
（
四
月
｝
日
付
）

　
産
業
課
ほ
場
整
備
係
小
幡
邦
保
。
同

農
林
係
高
橋
博
行
。
税
務
課
税
務
第
二

係
数
藤
進
吉
。
同
税
務
第
｝
係
小
野
塚

高
志
。
社
会
課
援
護
係
五
十
君
利
夫
。

土
木
課
土
木
係
村
越
久
吉
。
国
土
調
査

課
国
土
調
査
係
平
野
角
栄
。
同
柄
沢
敏

雄
。
教
育
委
員
会
事
務
局
吉
沢
敦
子
。

川
西
幼
稚
園
林
直
子
。
千
手
保
育
園
平

野
登
美
枝
。
同
田
口
幸
江
。
橘
小
学
校

大
久
保
克
治
。

農
耕
用

軽
油
の
免
税
証
交
付

O
　
交
付
場
所
3
・
：
・
十
日
町
財
務
事

　
　
　
務
所
（
川
原
町
）

⇔
．
交
付
期
間
・
・
3
・
・
四
月
二
十
二
臼

　
か
ら
二
十
六
日
ま
で

　
●
機
械
孕
新
た
に
取
得
し
た
か
た

　
　
・
機
械
の
取
得
証
明
書
（
納
税
証

　
　
明
書
か
代
金
受
領
書
、
契
約
書
な

　
　
ど
）
お
よ
ぴ
カ
タ
ロ
グ
。

　
　
・
農
業
委
員
会
が
発
行
す
る
耕
作

　
　
反
別
証
明
書

　
　
・
印
鑑
、
以
上
を
持
参
の
こ
と
。

　
●
す
で
に
交
付
を
受
け
た
免
税
軽
油

　
使
用
者
証
が
期
限
内
の
か
た

　
　
・
耕
作
反
別
証
明
書

　
　
・
印
鑑

　
な
お
、
す
で
に
交
付
を
受
け
た
免
税

軽
油
使
用
者
証
の
期
限
が
切
れ
て
し
ま

っ
た
場
合
は
、
機
械
存
新
た
に
取
得
し

た
か
た
と
同
様
の
扱
い
に
な
の
ま
す
か

ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
機
械
存
共
同
購
入
さ
れ
た
か

た
が
た
に
つ
い
て
は
、
耕
作
反
別
証
明

書
や
印
鑑
は
全
員
の
も
の
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　
耕
運
機
や
ト
ラ
ク
タ
ー
を
お
持
ち
の

か
た
は
忘
れ
ず
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い

以
上
を
持
参
の
こ
と
。
緋
ま
だ
物
足
り
ま
せ
ん
。

35

　
　
　
　
　
　
㊧
麓
嫡
醜
暴

齢
　
　
　
　
　
　
ま
し
ょ
う
。

し　
　
　
　
　
　
　
冬
物
は
よ
ご
れ
を
そ

ら　
　
　
　
　
　
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

《　
　
　
　
　
　
し
み
に
な
っ
た
り
、
虫

に
く
わ
れ
た
り
、
か
ぴ
が
は
え
た
り
し

ま
す
。
始
末
を
し
た
ら
茶
箱
や
洋
服
箱

に
そ
れ
ぞ
れ
品
名
を
必
ず
つ
け
て
収
納

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
春
着
は
色
が
全
般
的
に
明
る

く
な
る
せ
い
か
、
衣
服
の
ほ
こ
り
は
目

だ
ち
ま
せ
ん
が
、
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら

十
分
ブ
ラ
ツ
シ
を
か
け
る
こ
と
で
す
。

⑳
勝
鴛
動
蔀
驕
縣
鵠

て
も
ら
う
の
が
肝
心
で
、
う
っ
か
り
す

る
と
、
肺
炎
を
併
発
し
、
と
り
返
し
の

つ
か
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ほ
こ
り
っ
ぽ
い
た
め
か
、
流
行
性
の

結
膜
炎
に
か
か
る
か
た
も
多
い
時
期
で

す
。
だ
れ
か
ひ
と
り
家
の
中
で
か
か
る

と
次
々
に
感
染
し
ま
す
。

　
し
か
も
、
完
治
ま
で
に
二
、
三
週
間

は
か
か
る
眼
病
で
す
。
感
染
し
た
ら
す

ぐ
に
医
者
の
治
療
を
受
け
、
ほ
か
の
人

に
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
、
医
者
の
注
意

を
よ
く
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
予
防
に
は

毎
日
何
回
で
も
き
れ
い
な
水
で
目
を
洗

う
こ
と
と
、
よ
ご
れ
た
手
で
目
を
こ
す

ら
な
い
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

（
四
糊
篇
袈
器
赫
礎
貌

が
、
こ
ん
な
時
、
か
ぜ
を
ひ
き
や
す
い

も
の
で
す
。
十
分
健
康
に
注
意
し
て
、

た
の
し
い
春
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

（
圏
蒜
器
階
訂
纂
鄭
講

て
も
、
一
日
・
・
．
．
エ
ー
プ
リ
ル
・
フ
ー

ル
・
緑
の
週
間
。
七
日
・
…
世
界
保
健

デ
ー
。
八
日
3
・
・
花
ま
つ
り
。
十
日
・
・

婦
人
の
日
。
十
一
日
・
…
メ
ー
ト
ル
法

公
布
記
念
日
。
十
八
日
・
：
・
発
明
の
日

二
十
日
・
…
逓
信
記
念
日
。
二
十
二
日

か
ら
・
…
全
国
環
境
衛
生
週
間
。
二
十

八
日
・
＝
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条

約
発
効
記
念
日
。
二
十
九
日
・
…
天
皇

誕
生
日
。
以
上
で
す
。
官
庁
や
会
社
は

新
し
い
年
度
に
は
い
り
、
農
家
も
農
繁

期
が
間
近
で
す
。
合
理
的
な
時
間
の
配

分
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

継
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

継
町
章
募
集
　
　
　
　
　
纏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
ふ
る
っ
て
応
募
を
緋

＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
　
あ
な
た
は
、
も
う
町
章
の
デ
ザ
料

料
イ
ン
を
お
考
え
に
な
り
ま
し
た
か
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
　
先
月
号
で
募
集
要
項
を
発
表
し
料

継
て
か
ら
｝
か
月
が
過
ぎ
、
応
募
も
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
ぼ
つ
ぼ
つ
と
い
っ
た
状
況
で
す
が
継

緋
予
定
し
て
い
た
よ
う
な
点
数
に
は
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料

料
　
町
の
将
来
の
主
役
で
あ
る
児
童
料

讐
徒
の
み
§
ん
が
た
、
技
術
撫

聯
に
、
じ
ょ
う
ず
、
へ
た
は
別
と
し
纏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
て
、
そ
の
新
鮮
な
思
考
力
を
デ
ザ
料

料
イ
ン
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
　
〃
町
章
は
ぜ
ひ
婦
人
の
手
で
〃
料

林
と
い
う
婦
人
会
、
婦
人
学
級
の
有
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緋
志
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　
　
緋

継
　
こ
と
し
、
成
人
式
存
む
か
え
た
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
〃
は
た
ち
の
み
な
さ
ん
〃
　
み
な
林

紳
さ
ん
も
ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
料

＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

＊
さ
、
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
募
集
の
要
点
　
　
　
　
料

辮
◎
応
募
の
資
格
や
点
数
に
制
鵡
．

料
　
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
料

ぴ
用
紙
は
画
用
紙
後
い
、
嘉

緋
．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊オ

葉　　　　◎◎◎
＊企せに選選　　　　内限に品
糞画ん帰作外賞あ応としまの
＊室。しの佳金て募しまと大
‡へそ’い作は先締ませめき
＊問の応つ二入　切すんるさ
葉い他募さ点選企日o　oこは
＊合’作い各マ画は　色と十
‡わ不品の二点室五　彩oセ
＊せ明は権千一　月　は形ン
棄るの返限円万　十　三状チ
＊こ点しは’円　日　色も程
肇とはま助入、　　　以制度
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角
膜
提
供
の
第
一
号

赤
谷
の
高
橋
レ
ン
さ
ん

　
世
の
中
に
は
、
目
が
見
え
な
い
で
不

自
由
な
生
活
を
し
て
い
る
か
た
が
大
ぜ

い
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
近
代
医
学
の
進
歩
は
角
膜

の
移
植
に
よ
っ
て
こ
の
不
幸
な
か
た
が

た
に
光
を
与
え
る
こ
と
に
成
功
し
、
そ

の
た
め
必
要
な
死
亡
後
の
角
膜
提
供
者

の
募
集
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
ご

存
じ
の
通
り
で
す
。

　
高
橋
レ
ン
さ
ん
（
赤
谷
　
世
帯
主
信

雄
さ
ん
）
は
、
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
不
幸
な
運
命
の
も
と
で
生
ま
れ

し
た
が
っ
て
、
学
校
に
行
く
こ
と
も
で

き
ず
、
家
だ
け
が
与
え
ら
れ
た
世
界
の

す
べ
て
と
い
う
生
活
で
し
た
。

　
た
だ
、
目
は
正
常
で
あ
り
、
見
た
り

聞
い
た
り
読
み
書
き
が
自
由
な
ば
か
り

か
、
編
み
物
は
他
人
の
も
の
ま
で
編
ん

で
や
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す

　
　
ご
本
人
は

　
　
　
　
一
月
に
死
亡

　
昭
和
十
七
年
、
治
療
の
た
め
十
日
町

病
院
に
入
院
し
た
レ
ン
さ
ん
は
、
そ
れ

以
降
、
両
足
切
断
等
五
回
に
わ
た
る
手

術
を
受
け
、
苦
し
い
闘
病
の
日
々
を
お

く
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
生
活
の
中
で
、
　
「
世
間
の

お
世
話
に
な
っ
た
だ
け
で
何
も
で
き
な

か
っ
た
わ
た
し
で
す
。
せ
め
て
、
こ
の

目
が
社
会
の
お
役
に
た
つ
な
ら
、
ぜ
ひ

と
も
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
、

昨
年
、
角
膜
提
供
の
登
録
を
済
ま
せ
た

の
で
す
。

　
レ
ン
さ
ん
は
そ
の
後
、
病
院
で
の
治

療
や
、
家
庭
で
の
看
護
も
お
よ
ば
ず
、

と
う
と
う
｝
月
十
六
日
、
四
十
一
才
で

一
生
を
終
え
た
。

　
家
族
の
ご
承
諾
を
得
て
レ
ン
さ
ん
の

意
思
は
生
か
さ
れ
、
故
人
の
角
膜
は
た

だ
ち
に
新
大
病
院
に
送
り
、
十
七
臼
に

新
井
市
の
三
十
九
才
の
男
の
か
た
と
、

堀
之
内
町
の
五
十
五
才
の
女
の
か
た
に

移
植
さ
れ
た
。

　
　
角
膜
提
供

　
　
現
在
四
人
が
登
録

　
い
ま
は
な
き
高
橋
さ
ん
の
善
意
が
実

っ
て
、
移
植
を
う
け
た
二
人
が
開
眼
す

る
よ
う
に
、
故
人
の
ご
め
い
ふ
く
と
あ

わ
せ
て
お
祈
り
し
た
い
。

　
な
お
、
現
在
川
西
町
の
角
膜
提
供
登

録
者
は
四
人
で
す
。

　
登
録
の
事
務
は
、
役
場
国
保
衛
生
課

で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
係
で
は
視

力
障
害
者
の
開
眼
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
か
た
が
た
の
登
録
を
呼
ぴ
か
け
て
い

ま
す
。肉

罐
鄭
％
箱
物

が
、
視
力
障
害
者
の
す
べ
て
が
、
こ
の

角
膜
移
植
に
よ
っ
て
開
眼
で
き
る
と
い

う
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

　
健
全
な
目
を
持
つ
死
体
か
ら
二
十
四

時
間
以
内
に
移
植
を
す
る
も
の
で
、
こ

の
い
っ
さ
い
の
手
続
き
を
行
な
う
の
が

欧
米
で
は
ア
イ
・
バ
ン
ク
で
す
。
わ
が

国
で
も
、
昭
和
三
十
三
年
に
「
角
膜
移

植
に
関
す
る
法
律
」
が
で
き
て
、
視
力

障
害
者
と
角
膜
提
供
者
を
指
定
病
院
に

登
録
し
て
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。

みんなですすめよう

　
　
　
　
　
こ
と
し
は
明
治

　
　
　
　
百
年
に
あ
た
り
、

　
　
　
＝

　
　
　
　
記
念
行
事
が
い
ろ

動
林
い
ろ
享
書
れ

　
　
造
て
い
ま
す
が
、
国

運
●
土
緑
化
推
進
奮

ヒ・
1
樹
会
が
中
心
に
な
っ

餓
概
婁

「
巳
　
＝
も
そ
の
ひ
と
つ
で

明治百年言

す
。

個
人
、
団
体
を

と
わ
ず
記
念
植
樹

記
念
造
林
に
は
げ

み
、
生
活
に
潤
い

を
与
え
、
基
本
財

産
を
造
成
し
、
愛
林
意
識
を
育
て
よ
う

そ
し
て
明
治
百
年
の
年
輪
を
考
え
て
み

よ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
記
念
植
樹
、
造
林
を
し
た
場
所
に
「

　
お
祭
の
太
鼓
の
音
が
風
に
流
れ

て
い
る
の
を
耳
に
し
な
が
ら
、
に

こ
に
こ
会
四
月
例
会
の
会
場
で
あ

る
公
民
舘
に
足
を
ふ
み
い
れ
た
。

　
夏
場
、
季
節
保
育
所
に
な
る
階

下
は
、
冬
で
も
こ
ど
も
達
の
絶
好

の
遊
ぴ
場
の
よ
う
で
、
き
ょ
う
も

二
、
三
人
が
、
モ
ク
ロ
ン
ジ

を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
日
や

け
し
た
元
気
な
顔
で
と
ぴ
ま

わ
っ
て
い
た
。
四
月
三
日
の

こ
と
で
あ
る
。

　
に
こ
に
こ
会
が
発
足
し
た
の
は

三
十
八
年
で
、
現
在
の
会
員
数
は

七
十
二
名
だ
そ
う
で
あ
る
。

　
す
で
に
四
十
人
ち
か
い
会
員
が

集
ま
っ
て
い
る
o
　
「
お
や
っ
こ
の

広報フ忽

手

　
　
　
　
　
　
　
誘

明
治
百
年
記
念
」
の
標
柱
を
た
て
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．
か
。

緑
の
美
し
さ

　
ど
こ
の
家
庭
で
も
、
切
り
花
を
使
っ

た
生
け
花
は
目
に
つ
き
ま
す
が
、
こ
れ

に
は
植
物
を
育
て
る
と
い
う
楽
し
み
は

な
い
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
花
を
か
わ
い
が
る
気
持
は

鉢
植
え
、
箱
植
え
に
な
り
、
　
一
坪
の
花

壇
、
　
｝
坪
の
庭
に
ま
で
成
長
し
ま
す
。

　
と
く
に
最
近
は
緑
や
草
花
に
安
ら
き

を
求
め
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す

わ
た
し
た
ち
の
心
を
な
ぐ
さ
め
、
励
ま

し
て
く
れ
る
の
が
緑
と
花
の
美
し
い
姿

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

基
本
財
産
”
造
林

　
新
潟
県
の
造
林
は
全
国
的
に
み
て
低

水
準
の
状
況
で
、
年
間
の
造
林
面
積
は

か
た
が
た
が
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員

な
の
だ
ろ
う
か
」
と
疑
問
が
わ
く

ほ
ど
み
な
さ
ん
の
顔
は
若
々
し
い
。

　
そ
れ
も
道
理
で
、
年
齢
制
限
の

ほ
か
に
各
家
庭
で
、
あ
と
つ
き
が

世
帯
を
も
ち
孫
が
で
き
て
、
い
わ

ゆ
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
さ

老
人
ク
ラ
ブ
訪
問
①

中
仙
田
に
こ
に
こ
△
五

ん
の
立
場
に
な
る
と
加
入
で
き
る

し
く
み
だ
と
い
う
。
ご
夫
婦
そ
ろ

っ
て
の
会
員
は
十
組
で
あ
っ
た
。

　
年
度
当
初
の
会
合
と
い
う
こ
と

で
、
き
ょ
う
は
四
十
三
年
度
の
事

業
計
画
や
収
支
予
算
書
を
審
議
し

た
り
、
金
子
社
教
主
事
の
講
話
を

聞
く
と
い
っ
た
日
程
に
な
っ
て
い

た
。
そ
れ
と
広
報
子
の
記
念
撮
影

　
事
業
計
画
を
拝
見
す
る
と
、
健

康
食
と
か
健
康
管
理
に
つ
い
て
の

勉
強
や
映
写
会
の
ほ
か
、
出
か
せ

ぎ
と
老
人
の
役
目
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
り
、
留
守
家
族
懇
談
会
な

　
　
ど
、
な
か
な
か
意
欲
的
で
あ

　
　
る
。
十
月
の
老
人
の
日
に
は

　
　
明
治
百
年
記
念
植
樹
の
計
画

　
　
も
あ
り
、
　
「
孫
の
木
植
樹
」

　
　
と
い
う
の
が
た
の
し
い
。

　
会
員
の
ひ
と
り
が
作
詞
し
た
と

い
う
、
に
こ
に
こ
会
の
唄
の
｝
節

を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

月
に
｝
度
の
集
会
を

　
ま
ち
て
楽
し
く
集
ま
れ
ぱ

踊
り
も
出
れ
ば
唄
も
出
る

　
明
る
く
生
き
よ
う
ほ
が
ら
か
に

約
四
千
三
百
㎞
に
な
り
、
山
林
面
積
の

五
十
五
万
㎞
と
比
較
し
て
少
な
い
数
字

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
山
林
か
ら
生
産
さ
れ
る
木
材

は
六
＋
七
万
三
千
㎡
で
す
が
、
消
費
量

は
百
四
十
五
万
㎡
も
あ
っ
て
、
生
産
不

足
が
目
だ
ち
ま
す
。
外
材
の
輸
剛
入
に
た

よ
っ
て
い
る
の
が
う
な
ず
け
ま
す
。

　
川
西
町
の
年
間
造
林
量
は
ど
う
か
と

い
う
と
、
四
十
一
年
は
国
県
補
助
造
林

約
十
九
㎞
、
公
団
造
林
六
㎞
、
自
力
造

林
が
推
定
二
㎞
で
合
計
二
十
七
㎞
。
四

＋
二
年
実
績
は
同
じ
く
補
助
造
林
＋
六

㎞
、
公
団
造
林
八
㎞
、
自
力
推
定
二
㎞

合
計
二
十
六
㎞
で
す
。

　
川
西
町
の
山
林
面
積
四
千
八
十
七
㎞

（
全
町
面
積
の
五
十
四
％
）
の
う
ち
、

用
材
林
面
積
は
四
百
六
十
七
㎞
。
か
り

に
樹
齢
五
＋
年
で
伐
採
す
る
な
ら
年
間

九
・
三
二
㎞
の
伐
採
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
造
林
面
積
と
比
較
す
る
と
、

育
林
途
中
の
ロ
ス
を
見
込
ん
で
も
用
材

林
が
増
加
す
る
計
算
に
な
る
の
で
す
が

用
材
林
が
山
林
面
積
の
十
～
％
程
斐
と

い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
進

林
を
奨
励
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
記
　
念
　
樹

　
記
念
樹
は
、
寿
命
が
長
い
こ
と
、
樹

勢
が
強
い
こ
と
が
絶
対
的
な
条
件
で
、

で
き
れ
ば
花
が
咲
く
も
の
、
果
実
を
楽

し
め
る
よ
う
な
木
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
タ
イ
サ
ン
ボ
ク
、
ク

ロ
ガ
ネ
モ
チ
、
ハ
ナ
ノ
キ
、
ヒ
メ
コ
マ

ッ
、
モ
ク
セ
イ
、
ゲ
ツ
ケ
イ
ジ
ユ
、
あ

る
い
は
梅
、
桜
、
柿
な
ど
も
よ
い
。

…
）
（
》
’
≧
！
多

忘
れ
も
の
　
三
月
＋
二
日
こ
ろ
役

場
の
ジ
ー
プ
の
中
に
置
き
忘
れ
た
女
物

の
長
靴
を
企
画
室
で
保
管
し
て
い
ま
す

　
心
あ
た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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全
国
表
彰
に

輝
く

木
島
こ
ど
も
会

　
木
島
こ
ど
も
会
が
、
三
月
二
十
三
日

東
京
で
行
な
わ
れ
た
青
少
年
育
成
国
民

会
議
主
催
の
昭
和
四
十
二
年
度
「
青
少

年
の
表
彰
」
で
、
は
え
あ
る
全
国
表
彰

を
受
け
た
。

　
〃
小
さ
な
親
切
〃
の
実
行
章
が
こ
ど

も
た
ち
み
ん
な
に
贈
ら
れ
る
な
ど
、
昨

年
十
一
月
の
県
表
彰
に
重
ね
て
の
喜
ぴ

で
あ
る
。

　
ま
た
、
町
内
の
中
村
貞
吉
さ
ん
か
ら

は
、
』
こ
ど
も
会
旗
が
寄
贈
さ
れ
、
町
内

ぐ
る
み
で
お
祝
い
が
行
な
わ
れ
た
。

　
木
島
こ
ど
も
会
は
、
花
壇
づ
く
り
や

降
雪
前
の
遊
園
地
の
清
掃
の
ほ
か
、
毎

月
第
三
日
曜
日
存
清
掃
の
日
と
決
め
て

廃
品
や
危
険
物
の
整
理
昂
し
て
い
る
。

　
五
年
前
か
ら
、
こ
れ
ら
の
事
業
で
得

た
収
入
の
｝
部
は
こ
ど
も
会
の
活
動
資

金
に
あ
て
、
歳
末
た
す
け
あ
い
や
各
地

の
災
害
に
は
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
を

＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
繭
＝
＝
葡
＝
3
＝
＝
＝
＝
＝
齢
＝
＝
＝
＝
＝

だれもが知って

　　養河

　
河
川
の
は
ん
ら
ん
に

よ
っ
て
起
こ
る
災
害
を

防
止
し
、
河
川
が
適
正

に
利
用
さ
れ
る
よ
う
総

合
的
な
河
川
管
理
、
国

土
の
保
全
開
発
、
安
全

と
福
祉
の
増
進
を
目
的

と
し
て
制
定
し
た
の
が

河
川
法
で
す
。

通
じ
て
救
緩
活
動
を
つ
づ
け
て
き
た
。

　
ま
た
町
内
の
冬
季
分
校
に
励
ま
し
の

手
紙
を
そ
え
て
本
や
鉛
筆
な
ど
孕
贈
っ

て
い
た
。
こ
れ
は
、
は
じ
め
は
自
分
た

ち
の
持
っ
て
い
る
本
の
中
か
ら
選
ん
で

い
た
が
、
最
近
廃
品
を
売
っ
た
お
金
で

新
し
い
太
を
買
っ
て
贈
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
分
校
の
お
友
だ
ち
と
は
、
春

に
な
る
と
交
歓
会
を
ひ
ら
く
の
も
な
ら

わ
し
に
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
活
動
が
認
め
ら
れ
て

今
回
の
表
彰
と
な
っ
た
も
の
。

　
な
お
、
表
彰
式
は
新
宿
の
日
本
青
年

舘
で
行
な
わ
れ
、
会
員
五
人
が
出
席
し

た
。
‘

＝
顧
＝
＝
＝
＝
＝
軸
＝
髄
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
繭
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
的
で
河
川
か
ら
取
水
す
る
と
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
畑
耕
作
等
の
目
的
で
河
川
敷
地
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
占
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
河
川
敷
地
内
で
砂
利
等
を
採
取
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
と
す
る
と
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
河
川
敷
地
内
に
工
作
物
を
設
置
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ょ
う
と
す
る
と
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
河
川
敷
地
内
で
土
地
の
堀
削
や
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
堤
内
の
民
地
で
あ
っ
て
も
、
堤
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尻
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
地
の
掘
削
、
盛
土
、
家
屋
の
新
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
築
ま
た
は
除
去
を
す
る
と
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
許
可
が
必
要
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
と
、
無
秩
序
の
使
用
に
よ
っ
て

　
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
全
国
の
主
要

河
川
は
広
域
的
に
国
が
管
理
し
て
お
り

河
川
法
に
基
づ
く
河
川
の
使
用
等
に
関

す
る
許
認
可
の
事
務
は
、
信
濃
川
水
系

で
は
、
建
設
省
長
岡
工
事
事
務
所
が
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
河
川
法
に
ょ
る

許
司
が
必
要
で
す
。

①
か
ん
が
い
、
ま
た
は
養
魚
な
ど
の

使
用
の
場
合
の
混
乱
を
調
整
す
る
た
め

で
あ
り
、
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
も
あ

り
ま
す
。

　
法
律
を
守
る
と
同
時
に
、
堤
防
や
川

に
ゴ
ミ
な
ど
は
捨
て
な
い
こ
と
も
た
い

せ
つ
で
す
。

　
許
司
申
請
に
つ
い
て
は
、
長
岡
工
事

事
務
所
十
日
町
出
張
所
に
ご
相
談
ね
が

い
ま
す
（
電
話
十
日
町
二
一
八
○
）
。

懲
の
窓
韓

う
㎞
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

丸南三小田渡丸高高水渡佐山山押大金高
山雲浦川口邊山橋橋落邊藤口口木野井橋
　　　　　　　　　　由　　　　　　　　ひ
敏健克　　常武章博克起知　　秀　和な
子二典力薫隆志市文已子明悟賢樹恵子子

久利則利實強富庄鉄宏正新功功米喜千幸
一夫夫芳　　平三太志一一一　　作教吉吉
郎二長長長ニニ長郎二二郎二長長長二長
長男男男女男男男長男女長男男男女女女
女　　　　　　新　 ：男　　　：男

根中永赤木鶴町高高仁鶴中上上元大室高
　屋　　　　　新　　　　　イ山　　　　白
深敷公谷落吉田倉倉田吉田野野町倉島倉

　
吉
楽
　
泰
子
　
常
作
長
女
　
神
社
町

　
星
名
美
津
子
　
得
司
長
女
　
越
ケ
澤

　
小
林
　
義
明
　
義
春
二
舅
　
中
仙
田

　
中
村
　
秀
春
　
一
暗
二
男
　
大
白
倉

　
羽
鳥
　
松
一
　
一
郎
長
舅
　
伊
　
友

　
大
海
　
延
也
　
基
二
長
男
　
高
原
田

　
た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

繍
鑛
襲
、
イ
離
か
ら

σb　
新
郎
　
川
崎
　
｝
男
　
越
乞
澤

　
新
婦
　
登
坂
ヤ
ス
イ
　
岩
　
瀬
か
ら

碗　
新
郎
丸
山
　
進
原
田

　
新
婦
　
丸
山
サ
チ
子
　
原
　
田
か
ら

　
昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

保星平小田江清
坂名野林中口水

ツ
タ

ヨ
マ

吉
蔵

ハ
ル

ト
ミ

照
子

梅
野

下
平
新
田

小
白
倉

小
白
倉

中
仙
田

四
郎
兼

上
野

沖
立

四六七七七八八
八八三四八三四

㎡
測
皿
σ
㎡
型
∬
∬
∬
㎡
田
“
∬
皿
∬
皿
、
∬
∬
∬
∬
∬
∬
∬
皿
∬
、
∬
∬
∬

こ
と
し
の
成
人
式

小
野
喬
氏
を

　
　
　
　
　
　
　
招
い
て

　
五
月
三
日
（
憲
法
記
念
日
）
午
前
九

時
三
十
分
か
ら
、
川
西
中
学
校
体
育
館

で
行
な
い
ま
す
。

　
本
年
は
、
第
二
十
回
の
成
人
式
に
あ

た
る
の
で
、
特
に
そ
れ
を
記
念
す
る
た

め
、
世
界
体
操
界
の
第
｝
人
者
で
あ
る

小
野
　
撤
同
氏
を
招
き
、
〃
オ
リ
ン
ピ
ツ

ク
と
私
〃
と
題
し
て
講
演
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
記
念
講
演
の
は
じ
ま
る
の
が
午

前
九
時
三
＋
分
か
ら
で
、
　
一
般
に
も
開

放
い
た
し
ま
す
か
ら
多
数
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
成
人
式
の
こ
と
し
の
該
当
者
は
、
昭

和
二
十
二
年
四
月
二
日
～
昭
和
二
十
三

年
四
月
一
日
の
間
に
生
ま
れ
た
か
た
が

た
で
す
。

　
当
日
出
席
す
る
成
人
者
は
、
で
き
る

だ
け
簡
素
な
服
装
で
参
加
い
た
し
ま
し

ょ
う
。
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
公

民舘

事
務
局
（
役
場
内
）
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

稲
作
大
講
演
会

　
四
月
十
六
日
（
火
）
午
後
一
時
か
ら

役
場
四
階
会
議
室
で
開
き
ま
す
。
講
師

は
県
専
門
技
術
員
の
村
山
錬
太
郎
さ
ん

で
す
。
多
数
ご
出
席
ね
が
い
ま
す
。

×
×
×
X
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
X
V
〈
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
採
血
車
　
　
　
　
　
欺

欺
「
ゆ
う
あ
い
号
」
が
窟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

欺
　
　
　
　
や
っ
て
く
る
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×
　
血
液
不
足
が
広
く
訴
え
ら
れ
て
x

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

欺
い
ま
す
。
次
の
予
定
で
臼
赤
の
移
欺

欺
動
採
血
車
「
ゆ
う
あ
い
号
」
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